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編集号

特集　自立的で質の高い
企業づくりをめざそう

〜 岩手同友会の魅力を使い尽くす! 〜
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よ
い
会
社
づ
く
り
を
め
ざ
す
経
営

者
の
団
体
で
す
。

　
中
小
企
業
家
同
友
会
は
「
中
小

企
業
の
経
営
を
良
く
し
た
い
」
と

い
う
目
的
の
も
と
、
１
９
５
７
年

４
月
に
東
京
で
創
立
さ
れ
、
１
９

９
１
年
１１
月
に
岩
手
県
中
小
企
業

家
同
友
会
（
以
下
同
友
会
）
が
誕

生
し
ま
し
た
。
現
在
、
全
国
４７
都

道
府
県
約
４‌
７
、
０
０
０
名
が
加

盟
。
岩
手
県
下
に
は
５
支
部
３
地

区
が
あ
り
、
県
内
各
地
で
会
員
が

活
動
し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り

が
主
人
公
と
し
て
知
恵
と
経
験
を

出
し
あ
い
、
本
音
で
謙
虚
に
学
び

あ
い
、
学
ん
だ
こ
と
を
自
社
に
取

り
入
れ
、
実
践
し
て
、
自
社
の
経

営
力
強
化
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

「
自
主
・
民
主
・
連
帯
」
の
精
神

で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
同
友
会
は
、
会
員
に
対
し
て
何

ら
強
制
は
し
ま
せ
ん
。「
自
主
・

民
主
・
連
帯
」
の
精
神
で
、
会
員

自
ら
が
会
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。
民
主
的
参
加
が
原
則
で
、
ど

の
支
部
地
区
例
会
・
委
員
会
・
研

究
会
・
部
会
に
も
自
由
に
参
加
で

き
ま
す
。
思
想
、
信
条
、
性
別
、

業
種
、企
業
規
模
を
問
い
ま
せ
ん
。

入
会
さ
れ
た
そ
の
時
か
ら
、
他
の

会
員
と
対
等
な
立
場
で
参
加
で
き

ま
す
。

国
民
や
地
域
と
共
に
歩
む
企
業
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
同
友
会
は
、
豊
か
な
国
民
生
活

の
実
現
に
貢
献
し
、
提
供
す
る
製

品
や
サ
ー
ビ
ス
が
人
々
の
暮
ら
し

の
向
上
と
地
域
経
済
の
発
展
に
つ

な
が
る
中
小
企
業
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
雇
用
の
創
造
や
特

色
あ
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

岩
手
経
済
の
発
展
の
た
め
に
自
治

体
や
他
団
体
・
地
域
の
人
々
と
連

携
し
た
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

岩
手
同
友
会
は
誕
生
か
ら
３０
年
を
迎
え
ま
す
。

　
１
９
９
１
年
１１
月
に
産
声
を
あ
げ
た
岩
手
同
友
会
。
2
0
2
1
年
9
月
に
創
立
か
ら
３０
周

年
を
迎
え
ま
す
。

　
本
来
は
記
念
式
典
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
感
染
症
拡
大
が
収
ま
る
ま
で
、

一
年
間
式
典
の
開
催
を
延
期
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
状
況
が
落
ち
着
い
た
中
で
対
面
で
の
開
催

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
同
友
い
わ
て
今
号
で
は
「
岩
手
同
友
会
の
魅
力
を
使
い
尽
く
す
！
」
を
テ
ー
マ

に
１１
ペ
ー
ジ
の
特
集
記
事
を
組
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
新
た
な
学
び
の
ス
タ
ー
ト

に
、
企
業
づ
く
り
の
実
践
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

同友会は“自立的で質の高い”
� 企業づくりをめざしています

よい会社を
つくろう

よい経営者に
なろう

よい経営環境を
つくろう

同友会
３つの目的

同友会は、ひろく会員の経験と知
識を交流して企業の自主的近代化
と、強靱な経営体質をつくること
をめざします。

同友会は、中小企業家が自主的な
努力によって、相互に資質を高め、
知識を吸収し、これからの経営者
に要求される総合的な能力を身に
つけることをめざします。

同友会は、他の中小企業団体とも
提携して、中小企業をとりまく、
社会・経済・政治的な環境を改善
し、中小企業の経営を守り安定さ
せ、日本経済の自主的・平和的な
繁栄をめざします。
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支
部
地
区
が
活
動
の
中
心

　
岩
手
同
友
会
に
お
け
る
主
な
活
動
は
、
岩
手
県
を
5
つ
に

分
け
た
支
部
で
展
開
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
歴
史
・
文
化
・

産
業
と
同
友
会
理
念
が
掛
け
合
わ
さ
り
、
地
域
に
応
じ
た
学

び
あ
い
の
活
動
、
地
域
活
性
化
の
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

経営の本質的課題を
深く掘り下げて討論する

グループ討論
　報告者がいかにすばらしい話をするかとい
うよりも、討論でいかにそれを深められたかに
意義があります。

　グループ討論参加者のそれぞれの捉え方の違
いを知り、討論の中から考え方の違いを理解し、
その良さを受け入れることができます。

会員による生きた経営体験の報告
　同じ悩みを持つ経験者のリアルな経営体験の
報告が聞けることに大きな特徴があります。

　同友会では「会員は辞書の １ページ」と言わ
れています。つまり百人百様の異なる経営体験
があり、その体験を学び合うことが生きた学び
になります。

学びの場
　
岩
手
同
友
会
の
主
催
す
る
例
会

は
単
な
る
経
営
者
交
流
会
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

悩
み
や
課
題
を
も
つ
経
営
者

が
、相
互
の
経
営
体
験
を
交
流
し
、

謙
虚
に
学
び
あ
う
こ
と
に
最
大
の

特
色
が
あ
り
ま
す
。

　
例
会
の
報
告
者
は
、
私
た
ち
と

同
じ
経
営
者
で
す
。
決
し
て
流
暢

と
は
い
え
な
い
報
告
に
こ
そ
、
経

営
の
本
質
的
な
課
題
が
存
在
し
て

お
り
、
そ
の
後
の
各
グ
ル
ー
プ
で

の
討
論
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
長
の
進
行
の
も
と
、

お
互
い
が
本
音
で
議
論
し
合
う
こ

と
で
そ
れ
ぞ
れ
の
感
じ
方
、
受
け

止
め
方
の
違
い
を
深
く
理
解
し
て

初
め
て
経
営
者
の
琴
線
に
触
れ
る

学
び
の
場
と
な
り
ま
す
。

県北支部

盛岡支部

気仙支部

県南支部

紫波花巻支部

支部例会

グループ討論
　報告をどこまで深め
て議論しあえるかが、
グループ討論の真価で
す。経営者それぞれの
経営手法・人生観・哲
学など、参加者の琴線
に触れる学びになります。

5
いよいよ例会本番
　参加者すべてが主役
で、それぞれの役割の
中でお互いに学び合い
ます。報告者の話が生
きるかどうかは、主と
して聞き手の責任とな
ります。

4
プレ例会
　テーマとの整合性を
とるため、プレ例会が
行われます。例会での
学びをより深めるため
にも重要なプロセスに
なります。

3
報告者の選出
　同友会の月例会は会
員の経営体験の報告と
それを受けてのグルー
プ討論が基本となりま
す。報告者は、原則と
して同友会の会員であ
る経営者から選出しま
す。

2
例会の企画
　例会の目的を明確に
するため、支部地区で
は年間テーマが立案さ
れています。この例会
について企画・運営に
責任をもって進めるの
が支部役員会です。

1

［
岩
手
同
友
会
の
支
部
構
成
］
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自
ら
が
学
び
成
長
す
る
場
に

例会で発見した経営課題を解決する

興味・関心によって自由に参加・交流

　
専
門
委
員
会
で
は
、
支
部
地
区
例

会
で
発
見
し
た
自
社
の
経
営
課
題
を

解
決
に
導
く
た
め
の
様
々
な
学
び
合

い
活
動
を
行
い
ま
す
。
支
部
地
区
会

を
横
断
し
て
企
業
経
営
に
お
け
る
普

遍
的
な
課
題
に
つ
い
て
議
論
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
委
員
会
主
催
の
学
習
会
や

研
修
会
の
開
催
、
支
部
地
区
例
会
の

支
援
、
全
県
例
会
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
専
門
資
料
や
情
報
の
提
供
な
ど

会
員
の
皆
様
に
発
信
を
行
い
ま
す
。

　

岩
手
同
友
会
で
は
、
１０
の
委
員

会
・
研
究
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分

野
を
深
く
学
び
、発
信
し
て
い
ま
す
。

会
員
は
誰
で
も
、
ど
の
専
門
委
員

会
・
研
究
会
に
も
所
属
し
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
委
員
会
は
そ
の
運
営
が
目
的
で
は

な
く
、
委
員
個
々
の
知
識
や
同
友
会

に
蓄
え
ら
れ
た
理
念
と
経
験
に
基
づ

い
て
議
論
し
、
委
員
自
身
が
学
び
成

長
す
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。

専門委員会・研究会

部　会
青年部会

　若い経営者・起業家や、後継者と
して励んでいる二代目、三代目の経
営者は独特の悩みや課題をかかえて
います。こうした悩みや課題にこた
えるために青年部会が活動を行って
います。年輩経営者から謙虚に学び、
経営者としての器を磨き、企業の優
れた後継者、地域の担い手をめざし
て育ちあうことがテーマとなってい
ます。

女性部会

　女性経営者や経営者夫人、女性幹
部社員が経営問題を中心に学びあ
い、人間的に高まりあう場として女
性部会が活動をしています。毎月開
催される女性部主催の例会、１４４ ダ
イガクは、会の内外から注目を集め
ています。

農業食料生産部会

　農業食料生産部会は、県内全域で
農業や食の生産販売に関わる経営者
や、農食関連業の皆さんを応援する
経営者が集い、また互いに訪問し実
際に生産物を食べ歩く中で、次世代
に繋ぐ農業食料のあり方を共に考え
提起して行きます。

１０ の委員会・研究会
⃝経営労働委員会
⃝共同求人委員会
⃝社員共育委員会
⃝ダイバーシティ委員会
⃝政策委員会
⃝広報委員会
⃝組織委員会
⃝総務委員会
⃝�環境経営委員会
⃝�エネルギーシフト（ヴェンデ）
研究会
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「人を生かす経営」と強靭な経営体質づくり経営指針の成文化と実践
経
営
者
同
士
の
真
剣
な
か
か
わ
り
合

い
か
ら
生
ま
れ
る
気
づ
き

　
経
営
指
針
実
践
塾
で
は
、
経
営
者

同
士
が
集
い
、
実
行
委
員
と
受
講
生

と
い
う
関
係
の
な
か
で
、
５
ヶ
月
の

時
間
を
か
け
て
、
経
営
指
針
の
成
文

化
と
実
践
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
中
小
企
業
は
、
持
ち
前
の
創
造
性

と
機
動
力
で
こ
の
激
動
の
荒
波
を
乗

り
越
え
、
進
路
を
切
り
拓
い
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
の
経

営
指
針
の
確
立
と
、
経
営
者
の
適
切

な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
、
労

使
が
力
を
合
わ
せ
て
強
い
体
質
の
企

業
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
経
営
指
針
を
確
立
し
、
実

践
を
し
続
け
発
信
す
る
こ
と
は
、
地

域
で
暮
ら
す
社
員
や
そ
の
家
族
、
新

た
に
仲
間
を
迎
え
る
共
同
求
人
活

動
、そ
し
て
地
域
社
会
と
共
に
歩
み
、

次
代
を
切
り
ひ
ら
く
企
業
に
と
っ
て

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

岩手同友会　学び合いの総合的実践

経営指針の
成文化・実践

共同求人
地域で新しい仕事と
雇用を創出する

社員共育
社員と共に学び
育ち合う

委員会・研究会
支部地区例会

部　会

・合同企業説明会（３月～ ５月）
・高校生スキルアップ講座
・先生方との共育懇談会
・�大学・短大・専門・高等学校
訪問
・�学生・生徒インターンシップ
職場体験

・�新入社員合同入社式・研修会
（４月）
・�新入社員フォローアップ研修
会（９月）
・社員共育塾（６月～ ９月）
・�中堅・幹部社員共育講座（１０
月～ １２ 月）
・同友会大学（１２ 月～ ２月）

・経営指針基礎講座（３月）
・�経営指針の成文化と実践
の会（４月～ ７月）
・�企業変革支援プログラム
学習会

経営理念（科学性・社会性・人間性）

経営方針

経営計画（中期・単年度）

10年ビジョン

自社の経営力評価

企業の基本的姿勢
を示す
未来のありたい
姿を描く
時代の流れを察知
し未来を切り拓く
目標を達成する
ための具体的な

「経営理念」
「10年ビジョン」
「経営方針」
「経営計画」

「経営指針」の4つの構成部分 経営指針成文化の枠組

経営環境分析

企業変革支援プログラム学習会

　１９７５ 年に中小企業家同友会全国協議会が
発表した「中小企業における労使関係の見解」
をもとにした「人間尊重経営」のことを言い
ます。その第一に「経営者が経営姿勢を正す
こと」、２つ目に「経営指針を成文化し実践
すること」、３つめに「社員を最も信頼でき
るパートナーとして人間的に成長し合うこ
と」を掲げています。

人を生かす経営
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【同友会大学１６講座・実際の講座内容】（参考）
オリエンテーション・何を学ぶか
Ⅰ．	世界・日本経済と中小企業（２講座）
	 第 １ 講「激変する世界経済と中小企業」
	 第 ２ 講「地域に生きる中小企業と経営指針の役割」
Ⅱ．	経営戦略と企業づくり（２講座）
	 第 ３ 講「情勢をどうみるか、中小企業の課題を考える」
	 第 ４ 講「岩手県経済と中小企業の役割」
Ⅲ．	科学と人間（４講座）
	 第 ５ 講「エネルギーシフトと新たな仕事づくり」
	 第 ６ 講「産学連携と新産業づくり」
	 第 ７ 講「暮らしを守り、豊かな未来を創る電気化学、エネルギー」
	 第 ８ 講「イノベーション創出と産学連携の人材育成」
Ⅳ．	人間と教育（４講座）
	 第 ９ 講「生きがいある人生を創造しよう」
	 第 10 講「教育の本質とは何か」
	 第 11 講「人が育つ条件を考える」
	 第 12 講「共に学ぶ同友会の教育理念」
Ⅴ．	中小企業運動と地域の未来（２講座）
	 第 13 講「岩手県の歴史と産業」
	 第 14 講「中小企業憲章と中小企業振興基本条例」
Ⅵ．	総括講義
	 第 15 講「中小企業の未来と私たちの課題」

【中堅幹部・幹部社員共育講座・実際の講座内容】（参考）
①第 1講	「企業をとりまく現状を正確につかむ」
	 （鳥の目・虫の目で自社を見つめる）
②第 ２講	「混迷の中からあらたな仕事をどう生み出すか」
	 （経営戦略の再構築）
③第 ３講	「経営者と幹部社員が共に豊かな人生を実現するために」
	 （人間力経営）
④第 ４講	「持続可能な企業であり続けるための条件とは」
	 （全国の教訓に学ぶ）

【社員共育塾・実際の講座内容】（参考）
①第 1講	「私たちは何のために働くのか」
②第 ２講	「私の人生設計・私の夢①」
③第 ３講	「私の人生設計・私の夢②」
④第 ４講	「生きるめあてについて考える」

【新入社員研修会１泊 ２日・実際の講座内容】（参考）
①第 1講	「人間としてのマナー（基礎編）」
	 「私たちは何のために働くのか　part.１」
	 実現したい夢・今年一年大切にしたいこと
②第 ２講	「社会人としてのマナー（応用編）」
	 「私たちは何のために働くのか　part.２」
	 自分の人生を豊かにするために
③第 ３講	「私の人生設計・私の夢を形に現す」
	 仕事で実現したいこと、人生で実現したいこと
④第 ４講	「私の １０ 年ビジョン・人生設計の作成」
	 自分の頭で考える～実現へ向けた具体的な取り組み

同友会大学

社員共育塾

新入社員研修会（オンライン）

新入社員合同入社式

幹部共育講座
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◆同友会大学（対象：幹部社員・経営幹部）
　現在のような時代の転換点、複雑に揺れ動く情勢をしっかりと見据え、課題
を正確に認識し、素早く対応する力量を養うことをめざしています。
　同友会大学では経済・経営・法律・科学・教育等の基礎を学び、これから
の社会と経営の発展方向を洞察し、「共育」力を養うことをめざしています。
　一人ひとりの受講生自身の生き方を問い、自己変革を迫るという点で即効的
効果があります。またグループ討論を通じ異業種の幹部社員、経営者の考え
方に触れることで、大きな視野で物事を捉える力を養うことができます。

◆中堅幹部・幹部社員共育講座（対象：中堅幹部・幹部社員）
　経営者と中堅幹部・幹部社員（将来の幹部候補も含）が企業をとりまく課題について共通
の認識を持ち、経営指針の実践につなげ、最終的には経営者と幹部社員がもっとも信頼で
きるパートナーとして成長し合う関係をつくることをめざしています。
【内容】
①自社をとりまく現状を正確につかむ
②自社の経営課題を正確に捉え、共に考え取り組んでいける土壌をつくる
③自社の経営指針をもとに新たな戦略・仕事を創出するための考え方を学ぶ機会とする
④経営者・幹部社員が共に本質的なものの見方、考え方を学び、人間力を高め合う
⑤�将来にわたり持続可能で、優れた人間力を有する企業であり続けるための柔軟で強靱な
組織経営をめざす契機とする

◆社員共育塾（対象：入社 ２年から５年前後の社員）
　入社 ２年から５ 年程度の社員を対象に社員共育塾を開催しています。入社から数年が経過し多忙な日
常を過ごす社員にとって未来への展望を具体的に描くことは、仕事のやりがい、生きがいに直結する大切
なことです。そこで、他社の同世代の方々 と語り合う機会をもち、あらためて自らのめざす「大きなめあて」
を明確にすることを目的にしており、社員と経営者が深く自分自身と企業の未来を語り合い関わり合う契機
になることをめざしています。
【内容】
①ものごとの本質のとらえ方や見わけ方、自分の人生や生きがい、働きがいについて考え方を確立する
②自社を見つめ直し、自分の役割や立ち位置を確認し、自らの言葉で語る

③社内に共に育ちあう環境をつくり、人が育つ社風を確立する
④他社の社員との交流を通し、連帯を深め、あてにし、励まし合う機会にする

◆新入社員フォローアップ研修（対象：新入社員）
　入社後の社会生活をふりかえることで、社会人としての基本を再認識する「フォローアップ研修」では、「職場で取得し
た知識や技術が、はたして十分に生かせているのか」、また「実際の仕事で力が発揮できているのか」を自己チェックし、
新たな学習目標を自覚し設定し直す目的で実施しています。

◆新入社員合同入社式・新入社員研修（対象：新入社員）
　新入社員合同入社式は、毎年会社関係者を含め総勢で１００ 名ほどの参加で人生の門出を
祝います。新入社員にとって緊張のなかで、社会人としての新たな一歩を歩み出す自覚と中小企
業で働くことの誇りを実感できる場です。
　新入社員教育の取り組みのひとつに、一泊二日の研修があります。新社会人としての基礎的
なマナー講習はもちろん、「何のために働くのか」を問いかけ、また生きがい働きがいのある人生
設計づくりなど、働く意欲にもつながる学び合いを行っています。

社
員
と
と
も
に
成
長
す
る

共に育つ・社員教育
　
同
友
会
は
、
社
員
を
最
も
信
頼

で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
考

え
、
高
い
次
元
で
の
共
に
育
ち
合

う
教
育
（
共
育
）
を
重
視
し
、
社

員
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

新
入
社
員
の
合
同
入
社
式
に
始
ま

り
、
各
階
層
別
に
幹
部
社
員
教
育

ま
で
、
経
営
者
と
一
緒
に
学
び
合

え
る
講
座
を
設
定
し
丁
寧
な
か
か

わ
り
あ
い
が
で
き
る
場
を
準
備
し

て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
取

り
組
み
も
増
え
、
こ
れ
ま
で
難
し

か
っ
た
遠
隔
地
か
ら
の
参
加
も
し

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

社員共育
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経営者がともに知恵を
出し合い行動する 共同求人活動共同求人

同
友
会
の
共
同
求
人
活
動
の
特
長

　
経
営
者
自
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
新
卒
者
を
採
用

し
て
い
く
活
動
で
す
。

　
同
友
会
の
共
同
求
人
活
動
は
、
大
学
・
短
大
・
専
門
学

校
・
高
等
学
校
と
の
連
携
を
深
め
、
中
小
企
業
に
若
い
人

材
を
受
け
入
れ
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
同
友
会
の
共
同
求
人
活
動
は
、
経
営
者
自
ら
が
主
体
的

に
行
う
こ
と
に
意
義
が
あ
り
ま
す
。
学
校
と
の
懇
談
会
の

開
催
や
学
校
訪
問
な
ど
を
通
じ
て
信
用
を
培
う
の
と
同
時

に
、「
学
生
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
企
業
に
し
よ
う
」と
す
る
、

そ
の
経
営
者
の
努
力
が
企
業
発
展
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
岩
手
県
内
の
求
人
に
積
極
的
に
取
り
組
む
企
業
を
掲
載

し
た
就
職
情
報
誌
「
Ａ
Ｃ
Ｔ
」、
中
小
企
業
家
同
友
会
の

就
職
情
報
サ
イ
ト
「
Ｊ
o
b
w
a
y
」
な
ど
で
自
社
の
魅

力
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
人
材
と
の
出
会
い
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　
学
生
と

岩
手
県
経

済
の
原
動

力
と
な
る

中
小
企
業

を
直
接
つ

な
ぐ
求
人

情
報
サ
イ

ト
で
す
。

自
社
の
魅

力
や
採
用

情
報
を
発

信
す
る
こ

と
が
で
き
、

学
生
と
双

方
向
で
の

情
報
交
換

が
可
能
で

す
。

　
中
小
企
業
が
普
段
ど
ん
な
仕

事
を
し
て
い
る
か
を
実
際
に
触

れ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
併
設
し

た
企
業
ブ
ー
ス
で
社
長
と
話
せ

る
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

就
職
担
当
の
先
生
方
を
訪

ね
、
企
業
の
経
営
理
念
や
人
材

育
成
に
つ
い
て
の
考
え
に
つ
い

て
お
話
し
し
、
地
元
に
残
り
た

い
と
願

う
学
生

や
生
徒

と
の
接

点
を
つ

く
り
ま

す
。
先

生
方
の

理
解
は

大
き
な

力
に
な

り
ま
す
。

　
岩
手
の
中
小
企
業
の
魅

力
を
存
分
に
伝
え
る
カ

ラ
ー
版
就
職
情
報
誌
と
し

て
、
県
内
に
５
０
０
０
部

発
行
し
て
い
ま
す
。
ネ
ッ

ト
か
ら
も
電
子
ブ
ッ
ク
と

し
て
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
高
校
２
、３
年
生
を
対
象
に
、

夏
休
み
を
利
用
し
て
就
職
課
外

授
業
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
人

生
設
計
書
の
作
成
や
先
輩
社
員

の
体
験

報
告
、

経
営
者

と
の
面

談
を
通

し
、
自

分
の
未

来
構
想

を
具
現

化
し
ま

す
。

　
立
場
は
違
い
ま
す
が
、
各
学

校
の
先
生
方
も
経
営
者
も
一
人

の
若
者
の
教
育
に
携
わ
る
“
専

門
家
”
で
す
。
共
に
学
び
共
に

育
つ
と
い
う
共
通
の
視
点
か

ら
、
教
育
を
考
え
ま
す
。

JobwayJobway（ジョブウエイ）（ジョブウエイ）

合同企業説明会＆中小企業展合同企業説明会＆中小企業展

学校訪問学校訪問

就職情報誌就職情報誌
ACTACT（アクト）（アクト）

高校生就職課外授業高校生就職課外授業

先生方との“共育”懇談会先生方との“共育”懇談会
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地域のエネルギー・資源循環を考える

中小企業憲章・中小企業振興基本条例推進運動

エネルギーシフト（ヴェンデ）

と
も
に
持
続
可
能
な
地
域
を
実
現
す
る

ま
ず
は
省
エ
ネ
・
小
エ
ネ
か
ら

　

１
９
９
７
年
の
金
融
危
機
か
ら
始

ま
っ
た
同
友
会
の
金
融
ア
セ
ス
メ
ン
ト

制
定
運
動
は
全
国
で
１
００

万
名
署
名

を
集
め
、
金
融
行
政
を
大
き
く
変
え
る

契
機
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら

学
ん
だ
こ
と
は
、
日
本
経
済
繁
栄
の
原

動
力
は
、
地
域
の
事
業
所
の
９９
・
８
％

（
岩
手
県
）
を
占
め
る
中
小
企
業
の
発

展
に
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
国
や
自
治

体
の
経
済
政
策
そ
の
も
の
が
中
小
企
業

を
軸
に
大
転
換
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
Ｅ
Ｕ
小
企
業
憲
章

が
２０００



年
に
制
定
さ
れ
、
２１
世
紀

の
経
済
発
展
と
雇
用
の
担
い
手
は
中
小

企
業
に
あ
る
と
の
認
識
が
す
で
に
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
同
友
会
で
は
、
日
本

に
お
い
て
も
中
小
企
業
を
国
民
経
済
の

豊
か
で
健
全
な
発
展
の
中
核
に
位
置
づ

　
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
現
象
が
進
む
中
で
起
き
た
東
日

本
大
震
災
は
、
地
域
の
疲
弊
を
更
に
進
め
、
展
望
を
描
く

こ
と
が
非
常
に
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
状
況
下
で
同
友
会
で
は
２０

１
３
年
秋
に
、

ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
中
小
企
業
の
実
状
か
ら
ヒ
ン

ト
を
得
て
活
路
を
見
出
そ
う
と
、
欧
州
視
察
を
行
い
ま
し

た
。
視
察
先
で
は
地
域
内
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
の
循
環

を
実
現
す
る
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト
（
ヴ
ェ
ン
デ
）
の
実

践
が
中
小
企
業
の
活
躍
で
日
常
の
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

人
口
が
数
百
人
ほ
ど
の
山
あ
い
の
小
さ
な
村
々
で
も
人
々

の
豊
か
な
暮
ら
し
が
実
現
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
ヴ
ェ
ン
デ
」
と
は
ド
イ
ツ
語
で
大
転
換
を
意
味
す
る

言
葉
で
す
。
地
域
に
生
き
る
人
々
の
人
口
が
大
き
く
変
わ

る
中
で
、
有
り
余
る
ほ
ど
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
様
々
な
資
源
も
、
地
域
内
で
使
う
分
だ
け
自
分
た

ち
で
生
み
出
し
循
環
さ
せ
る
。
こ
う
し
た
考
え
方
や
生
き

方
の
大
転
換
こ
そ
が
、
今
必
要
で
あ
る
こ
と
が
、
視
察
か

ら
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
６
回
の
欧
州
視
察
を
行
い
、
の
べ
８５
名
の

経
営
者
や
社
員
が
実
際
に
現
地
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

岩
手
の
中
小
企
業
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト（
ヴ
ェ
ン
デ
）

の
実
践
を
目
的
と
し
た
研
究
会
も
１
００

回
を
超
え
、「
自

社
で
で
き
る
こ
と
。
ま
ず
は
省
エ
ネ
・
小
エ
ネ
か
ら
」
と

各
地
で
様
々
な
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

け
る
「
中
小
企
業
憲
章
」
の
制
定
が
望

ま
れ
、
あ
わ
せ
て
憲
章
の
精
神
を
地
域

で
実
践
で
き
る
「
中
小
企
業
振
興
基
本

条
例
」
の
制
定
が
必
要
と
の
認
識
に
立

ち
、
２００


３
年
か
ら
憲
章
、
条
例
の

制
定
運
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
中
小
企
業
憲
章
が
２０

１
０
年
に
閣

議
決
定
、
岩
手
県
で
も
２０

１
５
年
に

中
小
企
業
振
興
条
例
、
２０

１
６
年
に

中
小
企
業
振
興
基
本
計
画
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
県
内
の
１４
の
市
町
村
で

も
条
例
が
制
定
さ
れ
、
県
内
各
地
で
取

り
組
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
全
国
で
も
初
め
て
の
Ｊ
Ａ
岩
手

県
信
連
と
の
連
携
協
定
で
は
、
県
内
の

農
業
経
営
者
の
人
材
育
成
活
動
が
進

み
、
毎
年
農
業
経
営
塾
を
共
催
し
次
代

を
担
う
農
業
後
継
者
の
育
成
を
協
同
で

行
っ
て
い
ま
す
。



1010

全県例会・研究集会・新春講演会

全国・北海道東北ブロック行事

地
域
を
越
え
て
と
も
に
学
び
合
い
、
語
り
合
う

中
小
企
業
の
連
帯
の
力
を
体
感

各
地
域
の
特
色
が
出
る
研
究
集
会

　
岩
手
県
内
に
は
8
つ
の
支
部
地
区
が
あ
り
、
日
常
の
活
動
は
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
地
区
で
行
っ
て

い
ま
す
。
年
に
数
回
、
全
県
の
会
員
に
呼
び
か
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
持
つ
性
格
や
特
徴
も
交

流
し
て
い
ま
す
。
よ
り
専
門
性
や
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
取
り
組
み
に
触
れ
る
こ
と
で
、
互
い
に
刺

激
し
合
い
、
持
ち
帰
り
経
営
実
践
す
る
こ
と
で
、
人
間
的
に
も
企
業
と
し
て
も
成
長
す
る
こ
と
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
岩
手
で
は
２０

１
６
年
、
全
国
総
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か

ら
１
０００


名
を
超
え
る
方
々
が
来
県
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
の

皆
さ
ん
と
の
交
流
の
場
は
、
連
帯
感
を
高
め
、
明
日
か
ら
の
経

営
や
同
友
会
活
動
に
新
た
な
意
欲
が
湧
き
出
て
き
た
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
全
国
行
事
に
は
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
中
小
企
業
運
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ご
体
感

く
だ
さ
い
。

　
年
に
一
度
、
県
内
各
支
部
が
設
営
担
当
と
な
り
、
経
営
研
究
集
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
２０


１
８
年
に
は
気
仙
支
部
の
設
営
で
、
陸
前
高
田
を
会
場
に
、
１
５０

名
が
集
い
、
山
林
を
会
場
に

し
た
現
地
見
学
分
科
会
な
ど
３
つ
の
特
徴
あ
る
取
り
組
み
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
ま
た
２０

１
９
年
に
は
紫
波
花
巻
支
部
の
設
営
で
、
紫
波
の
オ
ガ
ー
ル
を
会
場
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
フ
ト
の
分
科
会
、
地
元
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
生
か
し
た
手
作
り
懇
親
会
、
杵
つ
き
餅
の
ふ
る
ま

い
な
ど
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
学
び
を
深
め
る
と
と
も
に
、
地
域
を
越
え
た
交
流
の
輪
も
広
が

り
ま
し
た
。
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e.doyu（イードーユー）で活動の幅を広く深く
県
内
・
全
国
の
情
報
を
気
軽
に
キ
ャッ
チ

自
社
の
経
営
課
題
と

改
善
点
を
即
見
え
る
化

（
企
業
変
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

　
同
友
会
の
全
国
４
万
７
千
名
会
員
を
つ
な
ぐ
ツ
ー
ル
と
し
て

e
・
d
o
y
u（
イ
ー
ド
ー
ユ
ー
）と
い
う
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。

　
会
員
は
誰
で
も
使
う
こ
と
が
で
き
、
パ
ソ
コ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
、
ど
こ
か
ら
で
も
ア
ク

セ
ス
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
毎
月
２０
回
を
超
え
る
岩
手
県
内
各
地
で
行
わ
れ
る
同
友
会
行

事
の
案
内
や
出
欠
状
況
の
確
認
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
た
例

会
の
動
画
配
信
な
ど
、
会
員
だ
け
が
使
え
る
機
能
が
満
載
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
時
に
は
、
電
話
が
不
通
の
中
で
も
e
・

d
o
y
u
の
掲
示
板
情
報
は
機
能
し
続
け
、
全
国
か
ら
の
支
援

物
資
の
集
約
や
配
送
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
表
示
さ
れ
た
質
問
に
答
え
て
い

く
だ
け
で
、
自
社
の
現
在
の
立
ち

位
置
が
即
グ
ラ
フ
化
さ
れ
ま
す
。

　
具
体
的
な
改
善
ポ
イ
ン
ト
が
見

え
る
こ
と
で
、
社
員
と
の
経
営
課

題
の
共
有
と
今
何
に
取
り
組
む
べ

き
か
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
掴
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
経
年
変
化

を
残
す
こ
と
も
可
能
で
す
。

激動をよき友に〜困難なときにこそ本音で語り合える場へ
　経営者が自主的に参加し、運営し、経営体験を本音で語り・学び合い、
経営者として人間として成長する、経営者の学びの場・成長の場として会員
が活動しています。
《ご入会について》
　中小企業の経営者、または後継者など経営者に準ずる方で、会の趣旨に
賛同される方であれば、ご入会いただけます。
【会費】入会金：１万円　月会費：７千円（会費は ３ヶ月分前納になります。）
※ご入会については事務局へお電話ください。電話 ０１９-６２６-４４７７
同友会は、どんな問題でも窓口は事務局一本で、親身に素早く相談にのるのが特色です。

106

中津川

★

盛岡城址公園
（岩手公園）

もりおか啄木
賢治青春館さん

医療法人巖心会
栃内病院さん

東山堂
肴町本店さん

岩手銀行
赤レンガ館さん

盛岡ホットライン
肴町郵便局さん

盛岡市立
杜陵小学校

120

毘沙門橋

上の橋
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県

北

支

部

支
部・地
区・委
員
会“
ほ
っ
”と
ラ
イ
ン

「
壁
を
つ
く
っ
て
い
る
の
は
自
分

自
身
だ
っ
た
」

　
8
月
31
日
（
火
）
県
北
支
部
・

山
麓
地
区
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
岩
手
県
独
自
の
緊
急
事
態
宣
言

に
よ
り
、
当
初
予
定
し
て
い
た
公

共
施
設
か
ら
会
場
を
㈲
小
川
原
自

動
車
鈑
金
新
事
業
部
キ
ャ
リ
ー

ベ
ー
ス
の
事
務
所
兼
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
に
変
更
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

報
告
者
に
は
、
㈱
松
原
農
場　

松
原
宏
樹
氏
を
お
迎
え
し
、「
壁

を
つ
く
っ
て
い
る
の
は
自
分
自
身

だ
っ
た
」
を
テ
ー
マ
に
報
告
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
松
原
氏
は
、
会
社
員
を
経
て
16

年
前
に
家
業
で
あ
る
「
松
ぼ
っ
く

り
」で
産
直
の
立
ち
上
げ
に
伴
い
、

父
親
で
あ
る
社
長
か
ら
声
を
か
け

ら
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
入
社
し

ま
し
た
。
家
族
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割

分
担
し
、
忙
し
い
時
は
お
互
い
に

フ
ォ
ロ
ー
し
、
一
番
の
売
り
で
あ

る
ジ
ェ
ラ
ー
ト
の
売
上
が
好
調
で

推
移
し
て
い
き
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
自
社
の
経
営
課
題
に
つ
い
て
、

家
族
で
じ
っ
く
り
話
し
合
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
様
々
な

課
題
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
何
と

か
解
決
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

強
く
な
っ
て
い
き
ま
す
が
、
社
長

と
話
し
て
も
な
か
な
か
納
得
の
い

く
回
答
を
得
ら
れ
ず
、
自
分
の
悩

み
は
増
す
状
況
で
し
た
。し
か
し
、

社
長
は
企
業
と
し
て
の
体
制
を
確

立
し
た
い
と
の
思
い
で
、
昨
年
法

人
化
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

実
状
を
受
け
止
め
る
覚
悟
と
は

　
ジ
ェ
ラ
ー
ト
部
門
は
様
々
な
地

元
の
食
材
を
生
か
し
た
コ
ラ
ボ

で
、
新
商
品
を
開
発
。
売
上
は
順

調
に
伸
び
て
い
ま
し
た
が
、
設
備

投
資
や
そ
の
後
の
機
械
の
更
新
な

ど
に
必
要
な
資
金
計
画
な
ど
、
会

計
事
務
所
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

聞
く
と
、
今
後
ま
だ
ま
だ
経
営
上

で
や
る
べ
き
こ
と
が
沢
山
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
も
っ

と
も
っ
と
自
分
自
身
が
勉
強
し
て

い
か
な
け
れ
ば
、
と
考
え
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
き
た
と
宏
樹
氏
は

言
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
近
隣
で
わ
さ
び
栽

培
を
生
産
し
て
い
る
企
業
が
事
業

か
ら
撤
退
を
す
る
こ
と
を
知
っ
た

社
長
は
、
一
部
を
譲
り
受
け
わ
さ

び
栽
培
を
手
掛
け
始
め
ま
し
た
。

販
路
も
確
立
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
ど
う
す
る
の
だ
ろ
う
、

と
宏
樹
氏
は
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
ほ
ど
な
く
社
長
の
思
い
に
気

づ
い
て
い
き
ま
す
。

　
「
長
山
街
道
を
地
元
の
人
た
ち

と
協
力
し
て
、
沢
山
の
人
た
ち
が

わ
ざ
わ
ざ
目
ざ
し
て
来
た
く
な
る

場
所
に
し
た
い
」そ
ん
な
思
い
で
、

わ
さ
び
事
業
の
拡
大
を
し
よ
う
と

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

自
分
の
悩
み
が
小
さ
な
こ
と
だ
っ

た
と
気
づ
き
始
め
ま
し
た
。

行
動
す
る
の
は
自
分

　
悩
ん
で
い
て
も
何
も
解
決
し
ま

せ
ん
。「
思
い
を
形
に
し
て
い
く

た
め
に
は
行
動
し
な
け
れ
ば
」
そ

の
思
い
は
ど
ん
ど
ん
膨
ら
ん
で
い

き
ま
す
。「
手
探
り
し
な
が
ら
で

も
、
ど
ん
ど
ん
追
求
を
し
て
い
き

た
い
」
と
の
宏
樹
氏
の
熱
意
に
グ

ル
ー
プ
討
論
に
参
加
し
た
皆
さ
ん

の
応
援
の
気
持
ち
は
最
高
潮
に
な

り
ま
し
た
。

　
今
回
の
報
告
で
は
、
経
営
の
足

元
を
き
ち
ん
と
固
め
る
こ
と
の
大

切
さ
や
組
織
、
体
制
づ
く
り
に
つ

い
て
、
そ
し
て
安
心
安
全
を
形
に

し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
な
ど
、

様
々
な
視
点
か
ら
見
て
考
え
、
実

践
し
て
い
く
こ
と
が
い
か
に
大
切

か
を
、
あ
ら
た
め
て
学
ん
だ
例
会

で
し
た
。�

（
文
・
晴
山
祐
一
氏
）

紫
波
花
巻
支
部

　
紫
波
花
巻
支
部
は
支
部
創
設
以

来
初
め
て
、
8
月
20
日
（
金
）、

8
月
25
日（
水
）、
8
月
30
日（
月
）

と
3
回
に
分
け
て
小
グ
ル
ー
プ
活

動
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し

た
。

　
紫
波
花
巻
支
部
は
こ
れ
ま
で
も

例
会
へ
の
参
加
人
数
が
多
い
支
部

で
し
た
が
、
昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
、
月
例
会
は
オ
ン
ラ
イ

ン
と
会
場
参
加
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト

で
開
催
し
て
お
り
、
な
か
な
か
以

前
の
よ
う
な
賑
や
か
な
グ
ル
ー
プ

討
論
の
場
や
、
例
会
終
了
後
も
名

残
惜
し
そ
う
に
続
く
語
ら
い
の
場

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
印
象
が
あ

り
ま
し
た
。
支
部
会
員
が
一
斉
に

集
ま
る
事
が
難
し
い
こ
と
、
ま
た

参
加
者
が
固
定
さ
れ
て
き
て
い
る

と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

皆
が
集
え
る
場
を
模
索
し
た
幹

事
会

　
そ
こ
で
、
ど
う
し
た
ら
皆
さ
ん

が
結
集
す
る
場
を
再
び
作
れ
る

か
。
行
事
に
参
加
し
て
も
ら
え
る

か
を
幹
事
会
で
じ
っ
く
り
と
議
論

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
盛
岡
支

部
で
実
践
し
全
国
か
ら
も
注
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
小
グ
ル
ー
プ
活
動
を
紫
波
花

巻
支
部
で
も
や
っ
て
み
よ
う
、
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
支
部
の
会
員
を
小
さ
な
グ
ル
ー

プ
に
分
け
、
短
時
間
で
今
の
状
況

を
情
報
交
換
す
る
場
を
設
け
た
ら

ど
う
か
。
ま
た
盛
岡
支
部
に
習
っ

て
、
会
員
の
誰
で
も
報
告
者
に

な
っ
て
、
企
業
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
た
り
、
社
内
を
映
像
で
中
継

し
て
紹
介
し
た
り
と
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
短
時
間
開
催
で
、
新
し
い

会
員
の
方
も
気
軽
に
参
加
し
て
い

る
と
い
う
事
例
も
あ
る
の
で
ぜ
ひ

真
似
て
や
っ
て
み
よ
う
、
と
９
月

松原宏樹氏（左）
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開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
方
法
と
し
て
各
グ
ル
ー
プ
の
グ

ル
ー
プ
長
（
先
導
役
）、
サ
ブ
グ

ル
ー
プ
長
を
幹
事
の
中
か
ら
選

出
、
最
近
参
加
が
な
い
方
や
、
会

員
で
あ
っ
て
も
一
度
も
お
会
い
し

た
事
が
な
い
方
々
を
中
心
に
声
を

か
け
、
案
内
チ
ラ
シ
を
も
っ
て
直

接
訪
問
し
よ
う
と
決
め
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

温
か
い
雰
囲
気
で
ス
タ
ー
ト

　
会
員
３８
名
を
３
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
け
て
行
い
ま
し
た
が
、
い
ず

れ
の
グ
ル
ー
プ
と
も
「
お
久
し
ぶ

り
で
す
ね
。最
近
は
ど
う
で
す
か
」

「
初
め
ま
し
て
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
」
な
ど
と
温
か
い
雰
囲
気

で
始
ま
り
ま
し
た
。

　
久
し
ぶ
り
に
参
加
さ
れ
た
方
か

ら
は
「
暫
く
参
加
し
て
い
な
か
っ

た
け
ど
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
影
響

や
、
自
社
の
課
題
な
ど
を
グ
ル
ー

プ
長
の
リ
ー
ド
で
、
腹
を
割
っ
て

話
す
こ
と
が
で
き
た
。
一
人
で
悩

ん
で
い
な
い
で
話
す
こ
と
で
解
決

の
ヒ
ン
ト
が
掴
め
る
と
思
っ
た
。」

「
短
時
間
だ
っ
た
が
オ
ン
ラ
イ
ン

で
も
直
接
会
っ
て
い
る
か
の
よ
う

に
率
直
に
話
せ
て
、
と
て
も
充
実

し
た
グ
ル
ー
プ
会
だ
っ
た
。ぜ
ひ
、

次
の
機
会
も
期
待
し
て
い
る
」
と

い
う
よ
う
な
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
支
部
長
の
瀬
川
氏
（
紫
波
環
境

㈱
代
表
取
締
役
）は
、「
支
部
で
は
、

こ
の
小
グ
ル
ー
プ
活
動
を
き
っ
か

け
に
、
支
部
会
員
の
活
性
化
と
、

会
員
同
士
の
絆
を
よ
り
深
め
増
強

に
も
繋
げ
て
い
き
た
い
」
と
今
後

の
意
気
込
み
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

第
2
回
目
は
来
年
、
1
月
に
開
催

す
る
予
定
で
す
。

盛

岡

支

部

故
人
や
先
祖
を
弔
う
心
を
大
切

に
　

8
月
27
日
（
金
）、
盛
岡
支
部

8
月
例
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
例
会
は
、
今

年
６
月
に
発
表
会
を
終
え
た
ば
か

り
の
第
15
期
人
を
生
か
す
経
営
・

経
営
指
針
実
践
塾
を
受
講
し
た
、

㈲
昆
石
材
店
の
昆
卓
広
氏
よ
り

「
経
営
指
針
を
受
講
し
て
見
え
て

き
た
も
の
」
～
事
業
承
継
と
今
後

の
展
望
～
を
テ
ー
マ
に
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
昆
石
材
店
は
、
古
く
か
ら
二
戸

市
浄
法
寺
を
本
社
に
続
け
て
き
た

石
材
業
で
す
。
今
回
報
告
者
と
し

て
立
っ
て
い
た
だ
い
た
卓
広
氏
が

仙
台
の
石
材
店
で
の
修
行
か
ら

戻
っ
て
く
る
の
を
契
機
に
盛
岡
店

を
出
店
、
墓
石
の
販
売
を
し
て
き

ま
し
た
。

　
卓
広
氏
は
次
期
社
長
と
し
て
来

年
、
会
社
を
継
承
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。「
そ
ろ
そ
ろ
経

営
の
勉
強
を
本
格
的
に
や
ら
な
く

て
は
」
と
思
い
な
が
ら
も
決
意
や

危
機
感
も
な
く
、
な
か
な
か
一
歩

先
に
行
け
な
い
状
況
で
し
た
。
青

年
部
の
後
継
者
仲
間
が
ど
ん
ど
ん

経
営
指
針
を
作
成
し
、
社
長
と
し

て
の
決
意
を
固
め
て
い
く
な
か

で
、
な
か
な
か
決
断
で
き
な
い
状

況
に
あ
り
ま
し
た
。最
終
的
に「
経

営
指
針
実
践
塾
」
の
受
講
を
決
め

た
の
は
、
や
は
り
青
年
部
仲
間
か

ら
の
後
押
し
で
し
た
。

問
い
か
ら
気
づ
い
た
こ
と

　
卓
広
氏
は
４
ヶ
月
間
の
実
践
塾

の
受
講
中
に
、
た
く
さ
ん
の
先
輩

経
営
者
か
ら
、「
何
の
た
め
に
石

材
業
を
経
営
す
る
の
か
」
な
ど
繰

り
返
し
問
い
か
け
ら
れ
る
な
か

で
、
そ
れ
ま
で
当
た
り
前
と
思
っ

て
い
た
、
お
墓
に
対
す
る
考
え
方

が
、
お
客
さ
ん
の
考
え
と
違
っ
て

い
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

　
お
墓
を
建
て
る
の
は
仏
教
だ
け

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
長
男
以
外
が

建
て
て
も
い
い
こ
と
や
、
夫
婦
両

家
に
墓
が
あ
る
こ
と
も
良
い
な

ど
、
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
現
状
を

知
る
こ
と
で
お
客
様
に
お
伝
え
で

き
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
に
も
気
づ

き
ま
す
。

　
卓
広
氏
が
盛
岡
に
帰
っ
て
き
て

手
が
け
た
墓
石
の
中
で
も
、
大
き

な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
何
度
も

お
会
い
し
お
客
様
の
ご
要
望
を
実

現
で
き
た
は
ず
で
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
ご
契
約
直
前
で
お
断
り
さ

れ
、
近
隣
の
同
業
者
か
ら
購
入
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
懇
意
に
し
て
い
た
同
業
者
で

あ
っ
た
た
め
、
実
際
に
ご
注
文
い

た
だ
い
た
墓
石
を
見
せ
て
も
ら
っ

た
と
こ
ろ
、
全
く
打
ち
合
わ
せ
を

し
て
い
た
も
の
と
は
違
う
も
の
で

し
た
。
お
客
様
の
本
当
の
思
い
が

違
っ
た
こ
と
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
た
と
同
時
に
、
こ
ち
ら
か

ら
提
案
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性

を
痛
い
ほ
ど
感
じ
た
と
言
い
ま
す
。

お
客
様
の
想
い
に
寄
り
添
い
、

声
な
き
声
に
向
き
合
う
こ
と

　
待
っ
て
い
て
も
お
客
様
の
ほ
う

か
ら
お
い
で
戴
く
よ
う
な
、
昔
の

古
き
良
き
時
代
を
経
て
、
大
き
く

ニ
ー
ズ
も
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
。
先
祖
へ
の
供
養
や
弔
い
の
心

が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
石
材
店

も
時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

自
社
の
有
る
べ
き
姿
を
描
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
卓
広
氏
は
、
故
人
や
先
祖
代
々

を
弔
う
心
を
大
切
に
し
、
衷
心
を

育
め
る
よ
う
な
地
域
へ
の
取
り
組

み
も
描
い
て
い
ま
す
。
そ
の
考
え

が
明
確
に
な
っ
た
の
が
今
回
の
実

践
塾
で
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
が

昆
石
材
店
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
ヒ
ン
ト

に
な
り
、
そ
れ
が
、
自
分
の
確
信

に
も
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
三
内
丸
山
遺
跡
や
陸

前
高
田
の
先
輩
石
材
業
の
方
を
訪

問
し
経
営
理
念
を
学
ば
せ
て
戴
い

た
り
と
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
だ
こ

と
の
な
い
、
石
材
業
の
未
来
を
深

く
見
つ
め
る
実
践
を
続
け
て
来
ま
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し
た
。卓
広
氏
は
話
し
ま
す
。「
私

は
墓
石
を
彫
る
こ
と
も
、
施
工
す

る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
お
客
様

の
想
い
に
寄
り
添
い
、
声
な
き
声

に
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
お
墓

に
対
し
て
よ
り
柔
軟
な
考
え
を
持

ち
、
変
化
す
る
世
の
中
で
立
ち
止

ま
っ
て
い
る
お
客
様
に
丁
寧
に
ア

プ
ロ
ー
チ
し
て
い
き
た
い
。」

　
今
回
の
盛
岡
支
部
例
会
は
、
卓

広
氏
の
実
践
塾
で
の
自
身
の
変
化

と
気
づ
き
、
自
分
を
見
つ
め
た
率

直
な
例
会
報
告
に
、
参
加
者
も
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
の
自
社
の
存
在
意

義
を
深
く
考
え
た
時
間
と
な
り
ま

し
た
。�

（
文
・
下
村
善
勝
氏
）

青

年

部

会

全
国
か
ら
次
代
を
担
う
青
年
経

営
者
2
、5
0
0
名
が
集
う
！

　
9
月
9
日
（
木
）
第
49
回
青
年

経
営
者
全
国
交
流
会
f
r
o
m
岐

阜
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
は
「
日
本

（
ヒ
ノ
モ
ト
）
の
中
心
へ
集
え
、

麒
麟
児
よ
！
」
～
理
念
経
営
を
貫

く
こ
と
が
未
来
を
切
り
拓
く
～

で
、
47
都
道
府
県
お
よ
び
中
同
協

か
ら
全
国
約
2
、
500


名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
分
科
会
は
19
分
科
会
に
分
か
れ

そ
れ
ぞ
れ
学
び
あ
い
ま
し
た
。
岩

手
同
友
会
で
は「
震
災
か
ら
10
年
」

と
い
う
枠
で
第
19
分
科
会
を
担

当
。
陸
前
高
田
市
の
キ
ャ
ピ
タ
ル

ホ
テ
ル
1000



を
会
場
に
「
ど

ん
な
環
境
で
も
、
決
し
て
繋
い
だ

手
を
離
さ
な
い
」
～
気
仙
支
部
の

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
の
軌

跡
～
と
い
う
テ
ー
マ
で
㈱
八
木
澤

商
店　
代
表
取
締
役　
河
野
通
洋

氏
よ
り
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

６
ヶ
月
間
の
準
備
で
学
ん
だ
大

切
な
こ
と

　

岩
手
同
友
会
の
青
年
部
会
で

は
、
こ
の
分
科
会
を
担
当
し
進
め

て
い
く
上
で
、
約
6
カ
月
か
け
て

準
備
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、

座
長
の
猿
子
祐
太
青
年
部
会
長

（
㈲
猿
子
園
芸　

代
表
取
締
役
）

を
中
心
に
、吉
田
巧
副
部
会
長（
岩

手
日
化
サ
ー
ビ
ス
㈱
代
表
取
締

役
）
鈴
木
達
也
幹
事
（
㈱
東
北
ウ

エ
ノ
取
締
役
）、
川
村
武
司
幹
事

（
杜
陵
テ
ク
ノ
㈱
代
表
取
締
役
）

が
「
チ
ー
ム
青
全
交
」
と
し
て
、

報
告
者
の
会
社
訪
問
と
打
合
せ
、

2
0
2
1
岩
手
同
友
会
青
年
部
総

会
記
念
講
演
、
岐
阜
同
友
会
と
の

Z
o
o
m
打
合
せ
、
会
場
の
オ
ン

ラ
イ
ン
中
継
設
営
、
岐
阜
同
友
会

主
催
の
河
野
氏
の
例
会
報
告
。
そ

し
て
当
日
の
会
場
準
備
な
ど
、
昼

夜
問
わ
ず
何
度
も
打
合
せ
を
重
ね

本
番
に
臨
み
ま
し
た
。

　
衝
撃
を
受
け
た
の
は
、
河
野
氏

か
ら
の
一
言
で
し
た
。「
震
災
の

時
、
岩
手
同
友
会
が
発
災
直
後
か

ら
ど
ん
な
行
動
を
取
り
、
こ
の
１０

年
歩
ん
で
き
た
の
か
、
学
ぼ
う
と

し
た
こ
と
は
あ
っ
た
の
か
」。
当

時
は
ま
だ
学
生
で
あ
っ
た
り
、
後

継
す
る
こ
と
を
ま
だ
決
め
て
い
な

か
っ
た
り
と
、
青
年
部
の
メ
ン

バ
ー
の
中
で
も
、
実
際
に
被
災
し

た
直
後
の
陸
前
高
田
で
復
旧
復
興

に
取
り
組
ん
だ
の
は
ほ
ん
の
僅
か

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
岩
手
同
友
会
の
菊
田

事
務
局
長
を
訪
ね
、
当
時
の
３
万

枚
に
も
お
よ
ぶ
写
真
を
見
な
が

ら
、
岩
手
同
友
会
の
動
き
や
全
国

の
支
援
が
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ

て
い
っ
た
の
か
を
知
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

10
年
後
の
未
来
を
担
う
の
は

我
々
青
年
部

　

青
全
交
当
日
は
全
国
か
ら

1
2
0
名
が
岩
手
の
分
科
会
に
参

加
し
、
河
野
氏
の
報
告
を
聞
き
、

16
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
そ
れ
ぞ
れ

熱
心
な
討
論
に
な
り
ま
し
た
。
想

定
し
て
い
た
参
加
人
数
よ
り
も
多

く
の
方
々
に
参
加
戴
き
ま
し
た

が
、
そ
の
分
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
グ

ル
ー
プ
数
も
多
く
な
り
、
岩
手
の

青
年
部
会
で
担
う
予
定
だ
っ
た
グ

ル
ー
プ
長
の
数
も
間
に
合
わ
な
い

状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
と
き
に
力
に
な
っ
て
く

だ
さ
っ
た
の
が
、
岐
阜
同
友
会
の

１９
分
科
会
担
当
の
廣
瀬
室
長
は
じ

め
、
沢
山
の
実
行
委
員
の
皆
さ
ん

で
し
た
。
グ
ル
ー
プ
討
論
の
テ
ー

マ
や
最
終
的
に
分
科
会
と
し
て
ど

こ
を
目
ざ
す
か
な
ど
、
夜
中
ま
で

オ
ン
ラ
イ
ン
で
語
り
合
っ
た
時
も

あ
り
ま
し
た
。め
げ
そ
う
な
時
に
、

何
度
も
励
ま
し
て
く
れ
る
仲
間
が

あ
っ
た
こ
と
が
、
今
回
最
後
ま
で

や
り
抜
く
力
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
１９
の
分
科
会
か
ら
選
抜

さ
れ
、
２
、
５
０
０
名
の
参
加
者

の
前
で
座
長
の
ま
と
め
を
し
た
猿

子
氏
は
、「
こ
の
分
科
会
設
営
は

青
年
部
に
と
っ
て
団
結
力
と
『
何

の
た
め
に
』
を
あ
ら
た
め
て
深
く

学
び
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
色
々
制

約
が
あ
る
中

で
、
で
き
な

い
で
は
な
く

ど
う
や
っ
た

ら
全
国
の
皆

さ
ん
に
伝
え

る
事
が
で
き

る
か
を
考
え

ま
し
た
。
ま

ず
原
点
を
知

ろ
う
と
震
災

か
ら
10
年
の

岩
手
同
友
会

の
歩
み
を
学

び
ま
し
た
。

ま
た
、
報
告

者
と
打
合
せ

す
る
中
で
、

決
し
て
繋
い

だ
手
を
離
さ
な
い
と
い
う
本
質
と

関
わ
り
合
い
の
大
切
さ
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
10
年
後
の
未

来
を
担
う
我
々
青
年
部
。
今
回
の

大
き
な
学
び
を
自
社
経
営
に
も
生

か
し
、
仲
間
と
共
に
さ
ら
に
学
ん

で
い
き
た
い
。
私
た
ち
の
つ
く
る

未
来
に
期
待
し
て
く
だ
さ
い
」
と

全
国
に
発
信
、
止
め
ど
な
い
拍
手

の
中
感
動
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

（
河
野
氏
の
報
告
記
事
は
次
号
に

掲
載
い
た
し
ま
す
。）

（左から）猿子氏、川村氏、河野氏
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異
な
る
環
境
に
身
を
置
く
こ
と

の
意
義

　
9
月
中
ば
か
ら
、
子
供
た
ち
の

学
校
の
新
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
ド
イ
ツ
は
州
ご
と
に
休
み

期
間
が
ず
ら
し
て
あ
っ
て
、
私
が

住
む
南
の
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ

ン
ベ
ル
ク
州
は
、
夏
休
み
が
一
番

後
ろ
に
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
い

ま
す
。
南
の
州
の
人
た
ち
が
、
ま

だ
学
校
と
仕
事
で
慌
た
だ
し
く
し

て
い
る
6
月
末
に
、
北
の
州
の
人

た
ち
が
、
家
族
で
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ

ヴ
ァ
ル
ト
の
農
家
民
宿
で
休
暇
を

し
て
い
た
り
、
北
の
州
の
人
た
ち

が
日
常
に
戻
っ
て
い
る
8
月
末

に
、
南
の
州
の
人
た
ち
が
、
北
海

や
バ
ル
ト
海
で
ち
ょ
っ
と
冷
た
い

海
水
浴
を
楽
し
ん
で
い
た
り
し
ま

す
。

　

6
週
間
の
夏
休
み
が
終
わ
り

「
忙
し
く
規
則
正
し
い
」
生
活
が

再
開
し
て
か
ら
、
今
日
で
ち
ょ
う

ど
丸
2
週
間
に
な
り
ま
す
が
、
リ

ズ
ム
に
乗
っ
て
き
た
か
な
、
と
い

う
実
感
が
あ
り
ま
す
。
3
人
の
子

供
が
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
時
間
割
も

シ
リ
ー
ズ 

コ
ラ
ム
㊵

違
い
ま
す
。
今
日
は
1
人
が
お
昼

に
帰
っ
て
き
て
ご
飯
を
食
べ
る

日
、
今
日
は
3
人
と
も
午
後
も
授

業
あ
る
、
な
ど
な
ど
。
ま
た
夕
方

の
ス
ポ
ー
ツ
や
音
楽
の
習
い
事
の

手
配
や
、
他
の
親
と
の
送
り
迎
え

分
担
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
も
大

変
。3
人
そ
れ
ぞ
れ
、別
の
ス
ポ
ー

ツ
、
別
の
音
楽
を
や
っ
て
い
る
の

で
。
土
日
は
試
合
や
ら
遠
征
が

あ
っ
た
り
し
ま
す
。
5
人
子
供
が

い
る
友
達
の
家
族
は
「
う
ち
は
ス

ポ
ー
ツ
は
み
ん
な
カ
ヤ
ッ
ク
と
決

め
て
い
る
。他
の
選
択
肢
は
な
い
。

オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
で
き
な
い
か
ら
」

と
厳
格
な
方
針
で
や
っ
て
い
ま

す
。
う
ち
は
3
人
な
の
で
、
な
ん

と
か
ギ
リ
ギ
リ
、
個
性
と
多
様
性

を
尊
重
で
き
て
い
ま
す
。

　
私
の
家
族
は
、夏
休
み
は
毎
年
、

南
欧
か
北
欧
の
海
の
あ
る
と
こ
ろ

に
出
か
け
て
、
潮
浴
を
す
る
こ
と

が
恒
例
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今

年
は
、
副
業
で
や
っ
て
い
る
休
暇

用
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
キ
ッ
チ
ン

の
リ
フ
ォ
ー
ム
が
あ
っ
た
の
で
、

近
場
で
日
帰
り
バ
カ
ン
ス
を
す
る

こ
と
し
ま
し
た
。
長
女
は「
へ
ぇ
、

ど
こ
に
も
泊
ま
り
に
行
か
な
い

の
？
そ
ん
な
の
休
暇
じ
ゃ
な
い
」

と
ブ
ツ
ブ
ツ
文
句
を
言
い
ま
し

た
。
今
は
サ
ッ
カ
ー
が
一
番
の
長

男
は
「
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
が
あ
る
し
、
そ
れ
が
な
い

日
は
友
達
と
そ
の
辺
で
ボ
ー
ル
を

蹴
っ
て
い
る
」
と
休
暇
は
ど
う
で

も
い
い
と
い
う
感
じ
。
末
っ
子
の

娘
は
「
長
い
時
間
、
車
に
乗
っ
て

海
に
行
く
の
は
嫌
だ
。
近
く
の
動

物
が
い
る
農
家
に
だ
っ
た
ら
行

く
」
と
昨
年
と
同
じ
こ
と
を
言
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
反
発
や
無
関
心

や
意
見
の
相
違
が
あ
り
な
が
ら

も
、
近
場
の
湖
に
湖
水
浴
に
行
っ

た
り
、
ハ
イ
キ
ン
グ
を
し
た
り
、

夜
の
街
を
徘
徊
し
た
り
、
バ
ル
コ

ニ
ー
で
ゆ
っ
く
り
朝
食
を
取
っ
た

り
、
夕
方
涼
し
く
な
っ
た
と
き
に

庭
仕
事
を
し
た
り
、
合
計
す
る
と

丸
2
週
間
く
ら
い
、
そ
れ
な
り
に

自
宅
か
ら
の
日
帰
り
バ
カ
ン
ス
が

で
き
た
か
な
、
と
思
い
ま
す
。
他

の
地
域
の
人
た
ち
が
休
暇
を
す

る
、
贅
沢
な
場
所
に
住
ん
で
い
る

の
で
す
か
ら
。

　
で
も
何
か
物
足
り
な
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
泳
い
だ
り
、
ボ
ー
ト

に
乗
っ
た
り
、
森
を
歩
い
た
り
、

街
で
ア
イ
ス
を
食
べ
た
り
、
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
で
飲
ん
だ
り
、
や
っ
て

い
る
こ
と
は
同
じ
で
も
、
自
分
た

ち
が
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
ホ
ー
ム

グ
ラ
ン
ド
で
や
る
の
と
、
別
の
地

域
、
別
の
国
で
そ
れ
ら
を
や
る
の

で
は
、
体
感
的
に
、
大
き
な
違
い

が
あ
り
ま
す
。
異
な
る
環
境
、
異

な
る
文
化
の
場
所
で
は
、
頭
と
体

に
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
、
無

意
識
に
行
っ
て
い
る
い
つ
も
の
思

考
と
行
動
が
通
用
し
な
い
こ
と
に

気
づ
き
ま
す
。
違
う
場
所
に
身
を

置
く
と
、驚
き
や
戸
惑
い
が
あ
り
、

疲
れ
も
し
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
気

づ
か
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
い
た

り
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
が
思
い
浮

か
ん
だ
り
、
普
段
使
っ
て
い
な

か
っ
た
脳
の
部
位
が
刺
激
さ
れ
ま

す
。
個
別
に
存
在
し
て
い
た

ニ
ュ
ー
ロ
ン
が
、
新
し
く
シ
ナ
プ

ス
で
つ
な
が
り
ま
す
。

　
来
年
は
、
再
び
外
国
の
海
に
出

か
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。違
っ

た
環
境
に
身
を
お
く
こ
と
で
の
、

脳
の
活
性
化
を
促
す
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
効
果
を
求
め
て
。
同
じ
効
果

は
、
別
の
文
化
圏
、
生
活
圏
の
人

た
ち
と
交
流
す
る
こ
と
で
も
得
ら

れ
ま
す
。
私
は
、
コ
ロ
ナ
の
前
は
、

年
に
数
百
人
の
日
本
か
ら
の
視
察

訪
問
者
の
方
々
と
ド
イ
ツ
で
交
流

し
て
い
ま
し
た
の
で
、
普
段
の
ド

イ
ツ
の
日
常
に
、
日
本
か
ら
の
風

を
絶
え
ず
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

強
制
的
に
休
業
さ
せ
ら
れ
て
、
も

う
直
ぐ
丸
2
年
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
交
流
も
あ
り
、
バ
ー
チ
ャ
ル
な

風
は
受
け
て
、
健
康
に
生
き
て
は

い
ま
す
が
、
そ
ろ
そ
ろ
異
質
の
生

の
風
の
補
給
が
必
要
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
来
年
は
、
岩
手
の
み
な
さ

ん
と
再
び
生
の
交
流
を
！
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岩
手
県
の
独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
の

な
か
、
約
２
千
人
が
入
る
コ
ン
サ
ー
ト

会
場
は
、
満
員
の
お
客
様
。
そ
れ
な
の

に
ど
ん
な
に
盛
り
上
が
ろ
う
と
拍
手
だ

け
の
“
声
援
”。
▼
終
盤
に
女
性
ヴ
ォ
ー

カ
リ
ス
ト
が
話
始
め
ま
し
た
。「
楽
屋
で

一
人
で
食
べ
る
お
弁
当
の
包
み
に
、
こ

ん
な
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。『
長
く
自
粛

が
続
く
中
、
こ
う
し
て
岩
手
に
お
い
で

く
だ
さ
っ
て
、
音
楽
で
励
ま
し
て
く
れ

る
。
い
か
に
大
変
な
こ
と
か
。
あ
な
た

が
た
の
よ
う
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
い
る

か
ら
、
私
た
ち
は
頑
張
れ
る
。』」
▼
そ

し
て
続
け
ま
し
た
。「
私
た
ち
が
東
京
か

ら
こ
う
し
て
地
方
に
や
っ
て
き
て
、
今

歌
っ
て
い
て
、
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
ス

タ
ッ
フ
と
悩
み
な
が
ら
こ
こ
に
立
っ
て

い
た
。
む
し
ろ
励
ま
さ
れ
た
の
は
、
私

た
ち
。
涙
で
一
杯
に
な
っ
た
」
▼
ど
の

会
社
が
届
け
た
お
弁
当
か
、
す
ぐ
わ
か

り
ま
し
た
。
経
営
理
念
は
「
今
日
が
よ

り
愛
お
し
く
思
え
る 

出
会
い 

つ
な
が

り
を 

地
域
か
ら
『
い
た
だ
き
ま
す
』
で

つ
な
げ
ま
す
」。
▼
「
何
の
た
め
に
経
営

す
る
の
か
」
と
、
い
つ
も
私
た
ち
は
問

い
か
け
合
い
ま
す
。
私
た
ち
中
小
企
業

が
あ
り
続
け
る
答
え
は
こ
こ
に
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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